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2018年度卒業論文・卒業研究題目 
List of B.A. Theses/Projects 2018-2019 
 
氏 名 指 導 教 員 論 文 題 目 備 考 
言語文化学部 言語・情報コース 




勝 又  実 紀 風間  伸次郎 
フランス語における quand 節の半過去について 
―コーパス調査に基づく結果から― 
*フランス語 
川 嶋  圭 風間  伸次郎 ハニ語における形容詞の連体修飾について *中国語 
紅 林  初 音 風間  伸次郎 テモラウのトルコ語における対応形式の分析 * 
シ  エ ン 風間  伸次郎 中国語の二音節動名兼類語について * 
髙 橋  新 風間  伸次郎 山梨県国中方言における動詞接辞「サル」について * 
髙 橋  怜 那 風間  伸次郎 宮崎県日向方言におけるコッセンについて *ラオス語 
高 松  良 弥 風間  伸次郎 宮城県仙台方言のテンス・アスペクトと体験性 *英語 
遠 山  綾 香 風間  伸次郎 イタリア語の前置詞句における冠詞の有無について *イタリア語 





中 村  真 子 風間  伸次郎 接尾辞「ぽい」の用法の拡大について *英語 
西 村  有 美 子 風間  伸次郎 ノルウェー語における性・数の不一致について *英語 
服 部  優 花 風間  伸次郎 テ形補助動詞の相互承接可能性 * 
原  明 海 風間  伸次郎 サラール語の所有表現について * 
松 前  美 紗 都 風間  伸次郎 主題提示『って』の許容度について *英語 









ア ッ ト 




オ ウ  シ メ イ 早津  恵美子 オタク構文について言語学的研究 * 
加 藤  萌 早津  恵美子 役割語としての自称詞・他称詞―漫画作品を対象に― * 
ゲン  イリュウ 早津  恵美子 日中同形異義語の比較―誤用分析― * 
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言語文化学部 グローバルコミュニケーションコース 




















ア シ フ ァ ー 
ラ ー マ ー 
フ ェ ル ヤ テ ィ 
海野  多枝 インドネシアにおける日本語学習者のビリーフ調査 
* 




















宮 下  優 奈 海野  多枝 JSL 児童のアイデンティティの実態 *アラビア語 
ラ イ リ ア 
ヌ ー ル 
サ フ ィ ト リ 
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言語文化学部 総合文化コース 
駒 林  風 真 柴 田  勝 二 詩集『無題』 *ロシア語 
佐 々 木  美 聡 柴 田  勝 二 歌集『おやすみを言う前に』 *ポーランド語 
島 浦  凌 栄 柴 田  勝 二 小説『思う』 *チェコ語 
白 木  知 美 柴 田  勝 二 安部公房作品と実存主義の関係性 *ロシア語 
露 木  桃 子 柴 田  勝 二 村上春樹作品における中国と東アジア *ロシア語 
中 村  千 沙 都 柴 田  勝 二 小川洋子作品における記憶と身体について *ドイツ語 
根 本  真 吾 柴 田  勝 二 輸入文化としての日本のヒップホップ *英語 
国際社会学部 地域社会研究コース 
有 村  将 大 吉田  ゆり子 
近世木下河岸を巡る河岸問屋と村との利害対立―寛
政 2 年の村方騒動を事例として― 
*中国語 
カ  ゼ ン 吉田  ゆり子 近代日本の産業―マッチ産業の展開と海外貿易― * 





















マ ル コ 
モ ン テ ネ グ ロ 
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ゾ  イ ン ソ ン 米谷  匡史 ガラパゴス化する日本の ICT 産業とその要因  
野 坂  妃 菜 子 米谷  匡史 外国人受け入れの変遷と日本の姿勢 * 
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2018年度卒業論文・卒業研究要旨 






トに VP1-VP2・VP2-VP1 の文を提示し、VP2-VP1 が言えるかどうかを判断していただく
2 つの調査を行い、調査結果をもとに、動詞句入れ替えが許容される場合・許容されない場
合の VP1, VP2 の動詞の特徴を考察した。更に、調査 1・調査 2 を経て疑問に感じた点を調
べる追加調査も行った。 
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す従属節では動名詞接辞 -sh と bilan による形が多く用いられ、形動詞接辞 -gan と bilan
による形は譲歩を表す機能として用いられる傾向にあることを明らかにした。加えて、動
詞が持つ限界性が -sh bilan による時を表す従属節の使用可否を分けている可能性を考察
した。 
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松前 美紗都（マツマエ ミサト）「主題提示『って』の許容度について」 
本稿では、「って」が持つ用法のうち、主題提示用法に注目し、大学生を対象に許容度の






了源 康平（リョウゲン コウヘイ）「アラビア語カイロ方言の動詞 ʕirif の現在テンスに
おける用法」 
本稿は、アラビア語カイロ方言の動詞 ʕirif「知る」の能動分詞形 ʕaarif と Ø- 接頭辞活
用形 yiʕraf の使い分けについて考察した。カイロ方言で書かれた小説中から ʕirif を含む文






























































































による BALLI 質問紙を自ら翻訳したインドネシア語版を用いて行った。BALLI 質問紙は 7






























構成概念の 7 つの局面を用いて考察した。結果、4 つの期間で学習意欲は変動し、留学が学
習意欲の向上・低下要因に影響を与えていることが明らかになった。ここから、異文化適
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が誘拐された日を境に彼の生活は一変する。 
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野坂 妃菜子（ノサカ ヒナコ）「外国人受け入れの変遷と日本の姿勢」 
本卒業論文では、日本における外国人受け入れの歴史を戦後から現代にかけてまとめ、
昨今議論されている外国人材受け入れ拡大についての日本の姿勢を分析した。また、政府
が目指す改革の概要や問題点、改善すべき点をふまえ、日本が受け入れを通して先進国と
しての責任を持ちながら国際社会に貢献することができるよう、示すべき姿勢について言
及した。日本社会の同質性にも注目し、共生社会実現に向けた社会統合の重要性を強調し
た。 
